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迎
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E
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a
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納
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で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
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増

田
神

社
（

肥
前

町
高

串
）

増
田

敬
太

郎
さ

ん
を

ご
存

じ
で

す
か

？
今

か
ら

百
年

以
上

前
、高

串
地

区
を

襲
っ

た
伝

染
病

「
コ

レ
ラ

」
の

防
疫

に
懸

命
に

尽
く

し
た

警
察

官
で

す
。地

元
の

人
々

は
そ

の
偉

業
に

今
で

も
感

謝
の

気
持

ち
を

持
ち

続
け

て
い

ま
す
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いざ！　肥前名護屋城へ

　国の特別史跡である「名護屋城跡
あ と

並びに陣跡」は、歴史・文化的な価値に加え、年間

５万人以上の人が訪れる、市の重要な観光拠点です。

　この特集では、肥前名護屋城の概要と、その魅力を知ってもらうためのさまざまな取

り組みについて紹介します。

 問観光地経営戦略・肥前名護屋城室　（☎72-9127）

▲桜の季節の名護屋城跡

　

肥
前
名
護
屋
城
は
、
全
国
統
一
を
果
た

し
た
豊
臣
秀
吉
が
大
陸
侵
攻
を
目
指
し
、

文ぶ
ん

禄ろ
く

・
慶け

い

長
ち
ょ
う

の
役え

き

（
1592
年
～
1598
年
）
の
拠

点
と
し
て
、
黒
田
官
兵
衛
が
縄な

わ

張ば

り
（
設
計
）

を
し
、
加
藤
清
正
ら
九
州
の
大
名
が
中
心

と
な
っ
て
築
城
し
た
お
城
で
す
。
金き

ん

箔ぱ
く

瓦

を
用
い
た
五
層
七
階
の
天
守
が
建
て
ら
れ
、

総
面
積
が
17
万
㎡
と
、
当
時
は
大
坂
城
に
次

ぐ
規
模
を
誇
り
ま
し
た
。

　

徳
川
家
康
、
伊
達
政
宗
、
真
田
幸
村
（
信

繁
）
、
石
田
三
成
、
前
田
利
家
、
島
津
義
弘

な
ど
そ
う
そ
う
た
る
面
々
が
、
秀
吉
の
命

に
よ
り
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
名

護
屋
城
跡
か
ら
半
径
３
㎞
圏
内
に
は
、
武

将
た
ち
が
築
い
た
陣
跡
が
約
150
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
わ
ず
か
人
口
千
人
余

り
で
あ
っ
た
肥
前
名
護
屋
は
、
延
べ
20
万

人
を
超
え
る
人
々
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、

文
禄
・
慶
長
の
役
の
約
７
年
間
と
い
う
短

い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
世
界
有
数

の
巨
大
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

秀
吉
の
死
後
、
大
陸
侵
攻
は
断
念
さ
れ
、

肥
前
名
護
屋
城
は
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。
建

物
の
一
部
は
、
初
代
唐
津
藩
主
寺て

ら

沢ざ
わ

広ひ
ろ

高た
か

に

よ
り
唐
津
城
に
移
築
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
1637
年
の
島
原
の
乱
で
原
城

が
一
揆
の
拠
点
と
さ
れ
、
多
大
な
損
害
を
出

し
た
こ
と
を
教
訓
と
し
、
江
戸
幕
府
は
肥
前

名
護
屋
城
の
石
垣
の
破
壊
を
命
じ
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
名
護
屋
城
跡
と
23
か
所
の
陣
跡

が
、
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
の
高
さ
か
ら

国
の
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
肥
前
名
護
屋
が
選
ば
れ
た
の
？

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
肥
前
名
護
屋
の
地

が
大
陸
侵
攻
の
拠
点
と
し
て
選
ば
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

　

大
陸
侵
攻
に
あ
た
り
、
朝
鮮
半
島
ま

で
兵
力
や
兵
糧
を
脱
落
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
安
全
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
拠
点

を
選
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
肥
前
名

護
屋
は
朝
鮮
半
島
に
近
く
、
壱
岐
・
対

馬
な
ど
の
島
を
経
由
で
き
る
こ
と
に
加

え
、
リ
ア
ス
式
海
岸
と
そ
の
湾
口
に
風

を
防
ぐ
加
部
島
が
あ
り
、
多
く
の
軍
船

を
停
泊
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
荒
れ
狂
う
玄
界
灘
を
安
全
に

渡
る
に
は
、
当
時
こ
の
海
域
を
知
り
尽

く
し
た
松
浦
党
の
力
を
借
り
る
必
要
が

あ
っ
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

秀
吉
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
豆
知
識
！

「
幻
の
名
城
」
肥
前
名
護
屋
城
と
は

▲豊臣秀吉に扮
ふん

する市職員
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市民の皆さんにも、ぜひ肥前名護屋城の魅力を知ってもらいたい！

肥前名護屋城の魅力を発信中!!

名護屋城跡PR番組
「L

リ ー デ ィ ン グ

EADING ２
トゥ

N
ナ ゴ ヤ

AGOYA ～名護屋城跡に集え～」

ガイドが案内するスペシャルツアー
「肥前名護屋城さるき」（要予約）

企画展「鬼島津が遺
の こ

したもの」
～島津義弘と文禄・慶長の役～

人気ゲームシリーズ
「戦国 BASARA（バサラ）」とのコラボ企画

　名護屋城跡の隠れた魅力や見どころをシリーズで

紹介する番組「LEADING 2 NAGOYA～名護屋城跡に

集え～」を放送中！ タイトルの「２」には「to」と「再び

集う」という意味が込められています。

チャンネルからつ（行政放送：12チャンネル）
◆放 送 日　（本放送）原則、毎月第１、第３月曜日

　　　　　　（再放送）本放送後の土曜日、日曜日

◆放送時間　唐津市ニュースのあと（１日７回）

唐津市公式チャンネル（YouTube）
　チャンネルからつの放送後に「YouTube（ユーチュー

ブ）」でも配信します（本放送後１～２日後をめどに配信）。

いろいろな「さるき」方があります！
　豊臣秀吉により築かれた「肥前名護屋城」。現在は、

苔
こけ

むした石垣のみ残る城跡ですが、さるき案内人の説

明で歴史を身近に楽しめます。

　「さるき」とは、方言で「歩く」という意味です。

内　容
◆幻の巨城がCGで今よみがえる

　「バーチャル名護屋城ガイドツアー」※タブレット使用

◆ガイドと巡る名護屋城跡「城内ガイドツアー」

◆肥前名護屋城図屏
びょうぶ

風絵の城下町や陣跡を巡る

　「屏風絵めぐり」

◆桃山文化をたどるトレッキング「九州オルレ唐津コース」

◆陣跡めぐり

所要時間　40分～　　料　金　200円／人～

※所要時間や料金はツアーにより異なります。

　生涯に五十ニ度もの合戦を経験した島津義弘。慶長

の役の「泗
し

川
せん

の戦い」で挙げた武功から、彼には「鬼」、

「武」のイメージが定着しました。

　肥前名護屋にひっそりとたたずむ島津義弘陣跡の

最新の調査成果とともに、義弘ゆかりの品々や多様な

エピソードを手掛かりに、その知られざる魅力と文

禄・慶長の役の実像に迫ります。

と　き　11月８日（日）まで （休館日：月曜日）

　　　　9:00～17:00

ところ　佐賀県立名護屋城博物館

観覧料　無料

◆島津義弘陣跡見学バスツアー

　 （10月４日）や、お茶のおも

てなし（10月18日）などの

イベントもあります。

　戦国武将が集った肥前名護屋城を舞台に、スタンプ

ラリーやコラボ商品の販売、武将にちなんだ天下料理

を提供するイベントを実施中！

と　き　10月25日（日）まで

内　容　
◆スタンプラリー（上場地域の７施設）

　ステッカーやポストカードがもらえます。

◆コラボ商品（道の駅 桃山天下市で購入できます）

　純米酒や佐賀牛カレーなど４商品

◆天下料理（上場地域の宿泊施設や飲食店９店舗）

　ポストカードがもらえます。 ※事前予約が必要です。

唐
津
市
公
式
チ
ャ
ン

ネ
ル
（
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
）
は
こ
ち
ら
→

ツアーについて
詳しくはこちら→

企画展について
詳しくはこちら　→

コ
ラ
ボ
企
画
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
→

問観光地経営戦略・肥前名護屋城室　（☎72-9127）

問名護屋城跡観光案内所　（☎82-5774） 問名護屋城博物館  （☎82-4905）

ⒸCAPCOM CO., LTD. ALL RIGHTS RESERVED.

▲島津義弘像
　（尚

しょう

古
こ

集
しゅう

成
せ い

館
か ん

蔵）

※新型コロナウイルス感染症の状況により、内容が変更または中止になる場合があります。
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唐津市民会館が開館50周年を迎えます
　唐津市民会館は、大ホールや会議室、結婚式場、

曳山展示場などを有する文化施設として、昭和45年

10月31日に開館し、今年で50周年を迎えます。

　そこで、今回開館50周年を記念して、唐津市民会

館にまつわるあなたのエピソードや思い出の写真を

募集します。

募集内容

　エピソードや写真の年代は問いません。家族で曳

山展示場を見学したときの話や結婚式場で挙式した

ときの写真、ホールで思い出に残った公演など、あ

なたの唐津市民会館にまつわるお話や写真をお寄せ

ください。

応募方法

　住所、氏名、電話番号、エピソードや写真のおお

よその年月日、コメント（写真の場合は、写真にま

つわる思い出）を記載し、文化振興課へお持ちいた

だくか、郵送またはメールで応募してください。現

物は記録を取らせていただいたあと、お返しします。

※ 写真の種類は、プリント、フィルム、データのど

れでも構いません。

※ 記載していただく個人情報は、返却のご案内をす

るために使用させていただきます。

応募締め切り　令和３年１月29日（金）

注意事項

◆ ご応募いただいたエピソードや写真は、内容を確

認の上、市ホームページなどで公開する予定です。

◆ 応募作品は、ご本人が撮影したもので、被写体と

なった人物などに掲載の許可が得られたものに限

ります。

◆ 第３者発行の印刷物やホームページに掲載された

ものから転用した写真は、受け付けられません。

応募先・問い合わせ

　〒847-8511　唐津市西城内１番１号

　唐津市未来創生部文化振興課（☎53-7129）

　 bunka@city.karatsu.lg.jp

※ 唐津市民会館は、令和３年３月31日で閉館します。

閉館に伴い、令和３年４月１日以降のホールや会議

室の利用予約はできませんので、ご注意ください。

※ ページタイトルの「開館50周年 ありがとう唐津市民会館」のロゴは、河
か わ

内
ち

野
の

信
の ぶ

恒
つ ね

さんが

制作されたものを許可を得て使用させていただいております。

落成式典で、曳山保存会が曳山囃子を演奏する中、
お披露目されたどん帳

建設中の唐津市民会館。写真奥は曳山展示場、写真右側
には唐津神社の鳥居が見える。（昭和45年３月撮影）

唐津市民会館にまつわる
あなたのエピソード

大 募 集！

落成式典でテープカットを行う瀬
せ

戸
と

尚
たかし

唐津市長（当時）

4市報からつ　令和２年10月号



利用の際の注意点

　10月１日から唐津市に納める税金が

「PayPay」または「LINEPay」で

納付できるようになりました！

＜対象税目＞

◆市県民税（普通徴収） ◆固定資産税

◆国民健康保険税 ◆軽自動車税

問税務課（☎72-9188）

手順は簡単！３ステップで納付完了！

STEP1 STEP2 STEP3

◆ スマートフォン決済では領収書が発行されま

せん。納付の確認は、アプリ内支払い履歴を

確認してください。

◆ １日あたりのご利用上限金額は、アプリごと

に異なります。詳しくは、各アプリのホーム

ページなどで確認してください。

◆ 軽自動車税の納税証明書が必要な場合は、市

役所窓口で別途申請していただく必要があり

ます。

◆ 対象税目を現在口座振替で納付している人は、納

付書納付に切り替える必要があります（要申請）。

◆ 次の納付書はPayPayまたはLINEPayで納付で

きませんのでご注意ください。

　（1）納付期限が過ぎた納付書

　（2） コンビニ納付用のバーコード情報が印字さ

れていない納付書

　（3） 破損・汚損などでバーコード情報が読み取

れない納付書

いつでも簡単に

納付できます！

➡

アプリごとの詳細な手順はこちら

➡

２ バーコードを読み取る ３ 税金を納付する

〇〇税
税額〇〇円

支払う

１ 納付書を用意する

市報からつ　令和２年10月号5
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◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
期
間

　

10
月
19
日
（
月
）
か
ら

　

11
月
18
日
（
水
）
ま
で

意
見
の
提
出
方
法

　

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
な

ど
を
記
入
し
て
、
子
ど
も
未
来

準
備
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
窓
口
に
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

※ 

窓
口
で
の
受
付
は
開
庁
時
間

の
み
で
す
。

提
出
先
・
問

　

子
ど
も
未
来
準
備
室

　

〒
８
４
７
‐
８
５
１
１

　

西
城
内
１
番
１
号

　

 

（
☎
７
２
‐
９
１
１
５
）

　

 

（
FAX
７
２
‐
９
１
８
０
）

　

 s
h

is
e

is
e

n
ry

a
k
u

@
c
ity

.

k
a

ra
tsu

.lg
.jp

市
役
所
新
庁
舎
建
設

設
備
関
係
工
事
の

施
工
業
者
が
決
定

　

令
和
４
年
５
月
の
完
成
を
目

指
し
工
事
を
進
め
て
い
る
市
役

所
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
、

設
備
関
係
工
事
の
施
工
業
者
が

決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

電
気
設
備
工
事

　

有
明
電
設
・
東
島
電
気
・
米

村
電
設
共
同
企
業
体

通
信
設
備
工
事

　

九
電
工
・
髙
田
電
機
共
同
企

業
体

空
調
設
備
工
事

　

九
電
工
・
大
西
工
業
・
創
建

共
同
企
業
体

給
排
水
衛
生
設
備
工
事

　

佐
電
工
・
小
野
建
設
共
同
企

業
体

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
工
事
期

間
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
て
工

事
を
進
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
工
事
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
は
、
随
時
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
新
庁
舎
建
設
室

（
☎
７
２
‐
９
１
１
３
）

10
月
１
日
は

「
浄
化
槽
の
日
」で
す

　

こ
の
機
会
に
浄
化
槽
を
設
置

し
、
ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
ま
せ

ん
か
？

市
で
は
次
の
浄
化
槽
整
備
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す

◆ 

市
が
戸
別
に
浄
化
槽
を
設
置

し
維
持
管
理
を
行
う
事
業

◆ 

浄
化
槽
の
設
置
者
に
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
事
業

※ 

お
住
ま
い
の
地
区
が
事
業
区

域
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
限

り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
が
お

持
ち
の
浄
化
槽
を
市
に
寄
付

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

浄
化
槽
の
正
し
い
管
理
を

◆ 

台
所
か
ら
野
菜
く
ず
や
て
ん

ぷ
ら
油
を
流
さ
な
い

◆ 

浄
化
槽
ブ
ロ
ア
ー
の
電
源
を

切
ら
な
い

◆ 

保
守
点
検
や
清
掃
が
で
き
る

よ
う
に
マ
ン
ホ
ー
ル
や
ブ
ロ

ア
ー
の
近
く
に
物
を
置
か
な

い
◆ 

浄
化
槽
を
個
人
で
お
持
ち
の

人
は
、
水
質
を
保
つ
た
め
適

正
な
維
持
管
理
を
お
願
い
し

ま
す

◆ 

保
守
点
検
・
清
掃
を
定
期
的

に
行
い
、
年
に
１
度
は
法
定

検
査
を
受
け
る
よ
う
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す

問
下
水
道
施
設
課

（
☎
７
２
‐
９
１
４
６
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
の
購
入
は

唐
津
市
内
、佐
賀
県
内
で
！

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
販
売
実
績
や
人
口
・
市

町
村
数
に
応
じ
て
各
都
道
府
県

に
配
分
さ
れ
た
あ
と
、
佐
賀
県

内
各
市
町
に
交
付
さ
れ
、
福
祉
・

環
境
対
策
事
業
な
ど
の
財
源
と

し
て
地
域
住
民
の
身
近
な
暮
ら

し
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
売
期
間

　

９
月
23
日
（
水
）
か
ら

　

10
月
20
日
（
火
）
ま
で

問
財
政
課（

☎
７
２
‐
９
１
６
０
）

計
画
案
に
つ
い
て

意
見
を
募
集
し
ま
す

　

お
寄
せ
頂
い
た
ご
意
見
は
、

で
き
る
限
り
施
策
に
反
映
す
る

よ
う
努
め
、
市
の
考
え
方
と
あ

わ
せ
て
公
表
し
ま
す
。

対
象
計
画
案

　

（
仮
称
）
唐
津
市
子
ど
も
未
来

応
援
プ
ラ
ン
（
案
）

計
画
案
の
概
要

　

子
ど
も
た
ち
の
現
在
と
将
来

が
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
夢

や
希
望
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る

社
会
の
構
築
を
目
指
す
た
め
の

指
針
で
す
。

意
見
を
提
出
で
き
る
人

◆
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

◆
市
内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人

◆ 

市
内
に
事
務
所
、
事
業
所
が

あ
る
団
体

計
画
案
の
公
表
場
所

◆
子
ど
も
未
来
準
備
室

◆ 

各
市
民
セ
ン
タ
ー

　

総
務
・
福
祉
課

◆
湊
、
切
木
、
打
上
の
各
出
張
所

◆
近
代
図
書
館
、
相
知
図
書
館

◆
職
員
常
駐
の
公
民
館

↑ 工事の
　進捗状況
　はこちら
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◆ 

調
査
員
に
よ
る
調
査
票
の
回

収
を
希
望
す
る
場
合

※ 

国
勢
調
査
を
装
っ
た
詐
欺
や

不
審
な
調
査
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※ 

国
勢
調
査
に
つ
い
て
は
「
国

勢
調
査
２
０
２
０
総
合
サ
イ

ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
政
戦
略
課
（
統
計
係
）

（
☎
７
２
‐
９
２
０
７
）

郵
便
局
で
証
明
書
の

受
け
取
り
が
で
き
ま
す

　

市
内
７
つ
の
郵
便
局
で
、
住

民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明

書
、
戸
籍
謄
本
（
抄
本
）
な
ど

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
求
で
き
る
人

◆ 

必
要
な
戸
籍
・
住
民
票
に
載
っ

て
い
る
人

◆
印
鑑
登
録
し
て
い
る
人

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
住
民

票
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

請
求
に
必
要
な
も
の

◆
手
数
料

◆ 

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付

き
）
、
健
康
保
険
証
、
介
護
保

険
証
、
年
金
手
帳
、
年
金
証

書
な
ど
）

※ 

戸
籍
の
請
求
に
は
、
顔
写
真
が

つ
い
て
い
な
い
本
人
確
認
書

類
で
あ
れ
ば
２
点
必
要
で
す
。

◆ 

印
鑑
登
録
証

※ 

印
鑑
登
録
証
明
書
を
請
求
す

る
と
き
の
み

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
郵
便
局

　

唐
津
鏡
郵
便
局
、
山
本
郵
便

局
、
佐
志
郵
便
局
、
岩
屋
郵
便

局
、
納
所
郵
便
局
、
星
賀
郵
便
局
、

馬
渡
島
郵
便
局

取
扱
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

祝
日
・
12
月
29
日
～
１
月
３

日
を
除
く

問
市
民
課（

☎
７
２
‐
９
１
２
０
）

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

市
消
防
本
部
管
内
で
ト
ラ
ッ

キ
ン
グ
現
象
に
よ
る
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は

　

コ
ン
セ
ン
ト
と
電
源
プ
ラ
グ

の
隙
間
に
ほ
こ
り
が
溜
ま
り
、

そ
の
ほ
こ
り
が
空
気
中
の
湿
気

を
吸
収
す
る
こ
と
で
漏
電
し
、

発
火
す
る
現
象
で
す
。

　

発
火
の
程
度
や
状
況
に
よ
っ

て
コ
ン
セ
ン
ト
の
周
り
が
焦
げ

付
い
た
り
、
最
悪
の
場
合
、
火

災
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
が
起
き
や

す
い
場
所
は

　

次
の
よ
う
な
場
所
は
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

◆ 

冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機

な
ど
の
裏
側
の
、
ほ
こ
り
が

溜
ま
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
使

用
し
て
い
る
コ
ン
セ
ン
ト

◆ 

台
所
や
洗
面
所
、
脱
衣
所
な

ど
の
湿
気
が
多
い
場
所
で
使

用
し
て
い
る
コ
ン
セ
ン
ト

◆ 

加
湿
器
や
水
槽
な
ど
水
気
が

あ
る
場
所
で
使
用
し
て
い
る

コ
ン
セ
ン
ト

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
を
防
ぐ
に
は

　

な
に
よ
り
も
普
段
の
手
入
れ

が
重
要
で
す
。
次
の
こ
と
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

機
器
の
使
用
後
は
電
源
を
切

り
、
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

◆ 

冷
蔵
庫
な
ど
、
常
に
通
電
し

て
い
る
機
器
は
、
と
き
ど
き

電
源
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
乾
燥

し
た
布
で
ほ
こ
り
や
湿
気
を

拭
き
取
る
。

◆ 

電
源
プ
ラ
グ
や
コ
ー
ド
が
異

常
に
熱
く
な
っ
て
い
る
と
き

は
、
す
ぐ
に
使
用
を
や
め
、

電
気
店
な
ど
に
点
検
を
お
願

い
す
る
。

　

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
は
、
そ

の
場
所
に
人
が
い
る
・
い
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
発
生
し
ま
す
。

定
期
的
な
清
掃
と
チ
ェ
ッ
ク
を

心
が
け
、
長
期
間
外
出
す
る
と

き
は
、
で
き
る
だ
け
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
く
よ

う
習
慣
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
７
２
‐
４
１
４
９
）

国
勢
調
査
の
回
答
は

お
済
み
で
す
か
？

　

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
・
世
帯
（
外
国
の
人

を
含
む
）
に
回
答
の
義
務
が
あ

る
大
切
な
調
査
で
す
。

　

９
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
が

皆
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
、
調

査
書
類
を
郵
便
受
け
に
入
れ
る

な
ど
し
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

回
答
方
法

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
で
き
る
限

り
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
ま
た

は
「
郵
送
」
で
の
回
答
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
答
期
限

　

10
月
７
日
（
水
）

※ 

期
限
ま
で
に
回
答
が
確
認
で

き
な
い
場
合
は
、
調
査
員
が

回
答
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
市
政
戦
略

課
統
計
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

◆ 

調
査
書
類
が
届
い
て
い
な
い

場
合

◆ 

追
加
の
調
査
票
が
必
要
な
場

合
（
５
人
以
上
の
世
帯
な
ど
）

↑ スマートフォン
はこちら
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り
ま
す
。

届
け
出
義
務
者

　

売
買
な
ど
の
取
り
引
き
で
、

土
地
の
権
利
を
取
得
し
た
人
（
買

い
主
な
ど
）

届
け
出
の
時
期

　

契
約
締
結
日
を
含
め
２
週
間

以
内

届
け
出
先

　

取
り
引
き
し
た
土
地
が
あ
る

市
町
村

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課

（
☎
７
２
‐
９
１
３
６
）

退
職
者
の
再
就
職

状
況
を
公
表
し
ま
す

　

令
和
元
年
度
の
退
職
者
の
う

ち
、
団
体
な
ど
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
市
が
推
薦
し
た
職
員
の
再

就
職
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
人
事
課（

☎
７
２
‐
９
１
８
５
）

老
後
の
備
え
に

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
の
特
長

◆ 

納
め
た
保
険
料
が
将
来
受
給

す
る
年
金
の
原
資
に
な
り
ま

す
。
加
入
者
や
受
給
者
の
増
減

に
影
響
さ
れ
に
く
い
、
積
立
方

式
の
安
定
し
た
制
度
で
す
。

◆ 

保
険
料
は
、
千
円
単
位
で
自
由

に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
途
中
で

変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

（
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千

円
の
間
）
。
支
払
っ
た
保
険
料

は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
で
す
。

◆ 

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
る
終

身
年
金
で
す
。
早
期
に
亡
く

な
ら
れ
た
場
合
も
、
80
歳
ま

で
の
老
齢
年
金
受
給
相
当
額

が
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆ 

一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業

者
に
は
、
保
険
料
の
補
助
が

あ
り
ま
す
。

加
入
資
格

◆
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

◆ 

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
免
除
・

減
額
を
受
け
て
い
な
い
人
）

 　

農
業
者
年
金
の
相
談
は
、
最

寄
り
の
農
業
委
員
会
か
Ｊ
Ａ
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
７
２
‐
９
１
６
５
）

10
月
１
日
か
ら
相
知
町

の
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正

を
行
い
ま
す

平
山
・
佐
里
線

　

Ｊ
Ａ
か
ら
つ
相
知
支
所
や
相

知
交
流
文
化
セ
ン
タ
ー
、
下
鶴

に
も
バ
ス
が
停
ま
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

坊
中
・
伊
岐
佐
線

　

名
称
が
「
坊
中
・
中
山
線
」

に
変
わ
り
、
相
知
地
区
か
ら
山

本
地
区
ま
で
路
線
が
延
伸
し
、

双
水
、
Ａ
コ
ー
プ
や
ま
も
と
店
、

ま
い
づ
る
９
山
本
店
に
も
バ
ス

が
停
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
開
始

対
象
地
区

　

伊
岐
佐
地
区
、
東
川
地
区
の
一
部

※ 

事
前
に
利
用
者
登
録
が
必
要

問
利
用
者
登
録
に
つ
い
て

　

 

相
知
市
民
セ
ン
タ
ー

　

 

産
業
・
教
育
課

（
☎
５
３
‐
７
１
２
５
）

問
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
予
約
に
つ
い
て

　

昭
和
タ
ク
シ
ー
多
久
営
業
所

　

（
☎
０
９
５
２
‐
７
5
‐
2
１
６
６
）

問
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

　

昭
和
タ
ク
シ
ー
唐
津
営
業
所

（
☎
７
４
‐
１
２
３
４
）

10
月
は
土
地
月
間

大
規
模
な
土
地
取
引

に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

一
定
面
積
以
上
（
左
表
）
の

土
地
を
取
り
引
き
し
た
場
合
は
、

契
約
締
結
日
を
含
め
、
２
週
間

以
内
に
買
い
主
が
土
地
の
利
用

目
的
な
ど
を
届
け
出
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

期
限
内
に
届
け
出
を
し
な

か
っ
た
り
、
偽
り
の
届
け
出
を

し
た
り
す
る
と
、
６
か
月
以
下

の
懲
役
ま
た
は
100
万
円
以
下
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

取り引きした土地の所在
届け出が必要になる

取引面積

都市計画区域内
　・市街化区域
　※市内にはありません

2,000㎡以上

　・上記以外の区域 5,000㎡以上

都市計画区域外の区域 10,000㎡以上

再就職先 役職など 人数

社会福祉法人　唐津福祉会 事務長 １

公益財団法人　唐津市体育協会 事務員 １

公益財団法人　唐津市文化事業団 館　長 １

合　　計 ３

　基準日：令和２年４月１日
※退職者数57人（うち定年退職34人）

↑ スマートフォン
はこちら

唐津市 土地取引

↑ スマートフォンは
こちら

唐津市 
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◆
申
込
方
法

　

 

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に

作
品
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間

　

10
月
16
日
（
金
）
か
ら

　

11
月
16
日
（
月
）
ま
で

※ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
２
‐
９
１
６
９
）

（
FAX
７
４
‐
５
６
２
８
）

難
聴
児
用
補
聴
器
購
入

費
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
に
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度

難
聴
児
や
人
工
内
耳
を
つ
け
て

い
る
難
聴
児
を
対
象
に
、
補
聴

器
の
購
入
、
修
理
、
更
新
費
や

人
工
内
耳
体
外
機
の
更
新
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
必

ず
購
入
す
る
前
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者

　

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る

人
が
対
象
で
す
。

◆ 

保
護
者
の
住
民
登
録
が
市
内

に
あ
る
18
歳
以
下
の
人

◆ 

い
ず
れ
か
の
耳
ま
た
は
両
耳

の
聴
力
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上

の
人
で
、
聴
覚
障
が
い
で
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

に
な
ら
な
い
人

◆ 

補
聴
器
を
つ
け
る
こ
と
で
、

言
語
の
習
得
な
ど
に
一
定
の

効
果
が
期
待
で
き
る
と
耳
鼻

咽
喉
科
の
指
定
医
師
に
判
断

さ
れ
た
人

◆ 

市
町
村
民
税
所
得
割
額
が
46
万

円
未
満
の
世
帯
の
人

申
請
に
必
要
な
も
の

①
助
成
金
交
付
申
請
書

②
助
成
金
交
付
意
見
書

③
申
請
者
本
人
の
印
鑑

④ 
補
聴
器
の
購
入
費
や
修
理
費

な
ど
の
見
積
書

自
己
負
担
額

　

補
聴
器
の
購
入
費
や
修
理
費

の
３
分
の
１
の
額

※ 

補
聴
器
ご
と
に
基
準
価
格
が

あ
り
、
そ
れ
を
超
え
た
分
は

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問

障
が
い
者
支
援
課

（
☎
７
２
‐
９
１
５
０
）

　

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　

総
務
・
福
祉
課

日
常
生
活
用
具
費
を

給
付
し
て
い
ま
す

　

障
が
い
が
あ
る
人
の
在
宅
で
の

日
常
生
活
が
よ
り
円
滑
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
、
日
常
生
活
用
具
費
を

給
付
し
て
い
ま
す
。
必
ず
購
入
す

る
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

介
護
保
険
の
対
象
に
な
る
人

は
、
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

対
象
者
お
よ
び
日
常
生
活
用
具

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
日
常
生
活
用
具
給
付
申
請
書

②
申
請
者
本
人
の
印
鑑

③
希
望
す
る
用
具
の
見
積
書

④
身
体
障
害
者
手
帳

⑤
診
断
書
（
難
病
の
人
の
み
）

⑥ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の

⑦ 

代
理
申
請
の
場
合
、
運
転
免

許
証
な
ど
代
理
人
本
人
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

※ 

品
目
に
よ
っ
て
は
、
医
師
の

意
見
書
が
必
要
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

※ 

①
と
⑤
の
様
式
は
障
が
い
者

支
援
課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン

タ
ー
総
務
・
福
祉
課
に
用
意

し
て
い
ま
す
。

自
己
負
担
額

　

購
入
費
の
１
割

※ 

課
税
状
況
に
よ
り
負
担
上
限

額
が
あ
り
ま
す
。

※ 

用
具
ご
と
に
基
準
価
格
が
あ

り
、
そ
れ
を
超
え
た
分
は
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

提
出
先
・
問

障
が
い
者
支
援
課

（
☎
７
２
‐
９
１
５
０
）

　

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　

総
務
・
福
祉
課

12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
は

「
障
害
者
週
間
」で
す

　

「
障
害
者
週
間
」
に
あ
わ
せ
、

障
が
い
や
障
が
い
が
あ
る
人
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
障
が
い

が
あ
る
人
の
社
会
参
加
へ
の
意

欲
を
高
め
る
た
め
、
障
が
い
者

作
品
展
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
作
品
展

◆
と
き

　

12
月
７
日
（
月
）
か
ら

　

12
月
11
日
（
金
）
ま
で

◆
と
こ
ろ

　

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
り
ん
く
」

障
が
い
者
作
品
展
の
出
展
者
を

募
集
し
ま
す

◆
募
集
作
品

　

 

絵
画
、
写
真
、
書
、
陶
芸
、
工

芸
作
品
な
ど

※ 

展
示
で
き
る
よ
う
装
丁
さ
れ

た
も
の
に
限
り
ま
す
。

◆
対
象
者

　

 

市
内
に
住
む
障
が
い
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人

↑ スマートフォンは
こちら

唐津市 
日常生活用具
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身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
の

判
定
が
必
要
で
す
。

※ 

①
と
⑤
の
様
式
は
障
が
い
者

支
援
課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン

タ
ー
総
務
・
福
祉
課
に
用
意

し
て
い
ま
す
。

自
己
負
担
額

　

購
入
・
修
理
費
の
１
割

※ 

世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
負

担
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。

※ 

課
税
状
況
に
よ
り
支
給
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

提
出
先
・
問

障
が
い
者
支
援
課

（
☎
７
２
‐
９
１
５
０
）

　

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　

総
務
・
福
祉
課

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

　

予
防
接
種
は
、
発
病
防
止
や

重
症
化
防
止
に
有
効
で
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前

に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

◆ 

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
65

歳
以
上
の
人

◆ 

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
人
で
次
の
ど

ち
ら
か
の
条
件
に
該
当
す
る
人

① 

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機

能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生

活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程

度
の
障
が
い
が
あ
る
人

② 

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
免
疫
機
能
に
日
常
生
活

が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度

の
障
が
い
が
あ
る
人

接 
種
期
間

　

10
月
１
日
（
木
）
か
ら

　

12
月
31
日
（
木
）
ま
で

※ 

病
院
ご
と
に
診
療
日
が
違
い
ま

す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
額　

１
，
４
０
０
円

※ 

生
活
保
護
世
帯
は
無
料
で
す
。

生
活
保
護
受
給
証
明
書
を
病

院
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数
と
接
種
方
法

　

回
数
は
１
人
１
回
ま
で
で
、
市

が
指
定
し
た
県
内
の
病
院
な
ど

で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

　

希
望
す
る
病
院
に
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

接
種
の
と
き
は
、
健
康
保
険

証
や
障
が
い
者
手
帳
な
ど
生

年
月
日
が
わ
か
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

問
唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
５
‐
５
１
６
１
）

決
め
て
い
ま
す
か
？

何
で
も
相
談
で
き
る

「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
」

「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
と
は

　

い
つ
も
利
用
し
て
い
る
相
談

し
や
す
い
薬
局
の
こ
と
で
す
。

「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
」
と
は

　

か
か
り
つ
け
薬
局
の
薬
剤
師

の
中
で
も
、
特
に
あ
な
た
に
と
っ

て
何
で
も
相
談
し
や
す
い
、
話

し
や
す
い
薬
剤
師
の
こ
と
で
す
。

自
分
や
家
族
の
健
康
の
た
め
に

「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
」

を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

あ
な
た
の
薬
を
１
つ
の
薬
局

が
管
理
す
る
こ
と
で
、
複
数
の

病
院
か
ら
同
じ
薬
が
出
さ
れ
る

こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
飲

み
合
わ
せ
の
チ
ェ
ッ
ク
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
飲
み
残
し
や
副

作
用
の
確
認
も
で
き
ま
す
。

健
康
相
談
も
で
き
ま
す

　

「
市
販
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を

服
用
し
た
い
が
、
副
作
用
な
ど

が
心
配
」
「
健
康
診
断
書
の
見
方

が
わ
か
ら
な
い
」
、
そ
ん
な
と
き

は
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ほ
と
ん
ど
の
薬
を
取
り
寄
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す

　

薬
の
在
庫
が
な
く
て
も
、
ほ
と

ん
ど
の
薬
は
そ
の
日
の
う
ち
に

取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
に
欲
し
い
薬
の

種
類
を
伝
え
て
お
く
こ
と
で
、

次
回
の
受
診
日
ま
で
に
そ
の
薬

を
準
備
し
、
お
渡
し
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
（
一
社
）
佐
賀
県
薬
剤
師
会

　

（
☎
０
９
５
２
‐
２
３
‐
８
９
３
１
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
は

問
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

（
☎
０
９
５
２
‐
６
４
‐
８
４
７
６
）

補
装
具
の
購
入
と
修
理

費
用
を
支
給
し
て
い
ま
す

　

障
が
い
が
あ
る
人
の
失
わ
れ

た
身
体
機
能
を
補
う
た
め
、
補

装
具
の
購
入
・
修
理
費
用
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
必
ず
購
入
・

修
理
す
る
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

介
護
保
険
の
対
象
に
な
る
人

は
、
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

対
象
者
お
よ
び
補
装
具
の
種
類

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
支
給
申
請
書

②
申
請
者
本
人
の
印
鑑

③
購
入
・
修
理
な
ど
の
見
積
書

④
身
体
障
害
者
手
帳

⑤
医
師
の
意
見
書

⑥ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き

る
も
の

⑦ 

代
理
申
請
の
場
合
、
運
転
免

許
証
な
ど
代
理
人
本
人
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

※ 

品
目
に
よ
っ
て
は
、
佐
賀
県

↑ スマートフォン
はこちら

唐津市 補装具
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10月は里親月間です

内
の
里
親
家
庭
の
様
子
や
体
験

談
な
ど
を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま

す
。
ま
た
、
里
カ
フ
ェ
で
は
里

親
に
つ
い
て
の
質
問
や
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
一
緒
に
語
り

あ
い
ま
せ
ん
か
？

パ
ネ
ル
展

◆
と
き　

10
月
６
日（
火
）か
ら

　
　
　
　

10
月
11
日（
日
）ま
で

◆
と
こ
ろ　

近
代
図
書
館
４
階

里
カ
フ
ェ

◆
と
き　

10
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ

　

寿じ
ゅ

里り

庵あ
ん

（
近
代
図
書
館
１
階
）

問
佐
賀
県
里
親
支
援
こ
ね
く
と

　

（
野
口
）

　

（
☎
０
９
５
２
‐
６
５
‐
１
１
６
５
）

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す

　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
と
は
、

包
装
の
印
字
ミ
ス
や
賞
味
期
限

が
近
い
な
ど
、
食
品
の
品
質
に

は
問
題
な
い
が
、
通
常
の
販
売

が
困
難
な
食
品
・
食
材
を
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
が
食
品
メ
ー
カ
ー
か

ら
引
き
取
っ
て
、
福
祉
施
設
な

ど
に
無
償
提
供
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
に
取
り
組

む
メ
リ
ッ
ト

（
食
品
の
提
供
を
受
け
る
側
）

◆ 

削
減
で
き
た
食
費
な
ど
の
費
用

を
福
祉
施
設
の
ほ
か
の
活
動
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆ 

普
段
食
べ
ら
れ
な
い
嗜し

好
品

な
ど
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（
食
品
を
提
供
す
る
側
・
社
会
全
体
）

◆ 

食
べ
物
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

社
会
貢
献
が
で
き
ま
す
。

◆ 

食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
、
ご
み

処
理
の
費
用
や
環
境
へ
の
負

荷
を
低
減
で
き
ま
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
に
取
り
組

み
た
い
人
へ

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

で
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
普
及

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
取
り
組

み
た
い
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
福
祉
総
務
課

（
☎
７
２
‐
９
２
５
２
）

フ
ー
ド
エ
イ
ド
♥
か
ら
つ

～
食
料
品
な
ど
の
寄
付
を

募
集
し
て
い
ま
す
～

　

唐
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
食
料
品
や
器
具
な
ど
の
寄

付
を
募
集
し
、
一
時
的
に
生
活

に
困
っ
て
い
る
人
や
地
域
の
活

動
活
性
化
の
た
め
に
活
用
し
て

い
く
「
フ
ー
ド
エ
イ
ド
♥
か
ら

つ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
寄
付
い
た
だ
き
た
い
も
の

◆ 

食
料
品　

（
乾
め
ん
類
、
缶
詰
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
そ
の

他
日
持
ち
の
良
い
食
料
品
）

※ 

賞
味
期
限
ま
で
３
か
月
以
上

期
間
が
あ
り
、
常
温
で
保
存

で
き
る
も
の
を
募
集
し
ま
す
。

◆ 

器
具
な
ど　

（
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
ガ

ス
ボ
ン
ベ
）

※ 

破
損
が
な
く
、
使
用
で
き
る

も
の
を
募
集
し
ま
す
。

寄
付
の
方
法

　

唐
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
地

域
福
祉
課
の
窓
口
ま
で
お
持
ち

い
た
だ
く
か
、
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
（
送
料
は
ご
負
担
く
だ
さ

い
）
。

問
唐
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

地
域
福
祉
課

（
☎
７
０
‐
２
３
３
４
）

令
和
３
年
度
「
Ｋ
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ

市
民
美
術
祭
」の
新
規

登
録
団
体
を
募
集

参
加
申
込
資
格

　

次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る

団
体

◆ 

市
内
に
活
動
拠
点
を
置
き
、

市
主
催
の
「
市
民
文
化
祭
」

に
参
加
登
録
を
行
っ
て
い
る

美
術
団
体
（
絵
画
・
書
・
工
芸
・

写
真
な
ど
）

◆ 

過
去
に
市
内
で
の
展
示
・
発

表
な
ど
の
５
年
以
上
活
動
実

績
が
あ
る
美
術
団
体

※ 

個
人
、
営
利
目
的
の
団
体
、

宗
教
ま
た
は
政
治
活
動
目
的

の
団
体
、
主
宰
者
な
ど
の
個

人
名
を
冠
し
た
展
覧
会
は
除

き
ま
す
。

申
込
方
法

　

所
定
の
様
式
に
会
の
規
約
・

約
款
な
ど
団
体
の
資
料
を
添
え

て
、
直
接
近
代
図
書
館
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
実
施
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
実
施
要
領
は
近

代
図
書
館
３
階
事
務
室
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
代
図

書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限　

10
月
31
日
（
土
）

※ 

登
録
に
あ
た
っ
て
は
、
実
行

委
員
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

問
近
代
図
書
館

（
☎
７
２
‐
３
４
６
７
）

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

「
里
親
」
と
は
？

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、
自
分

の
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
を
自
分
の
家
庭
に

迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意
を
も
っ

て
養
育
し
て
く
れ
る
人
で
す
。

「
里
親
」
に
な
る
条
件

　

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
子
ど
も
が
好
き
で
健
康

で
明
る
い
家
庭
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
（
欠
格
要
件
に
つ
い
て

は
、
別
途
定
め
が
あ
り
ま
す
）
。

「
里
親
」
に
な
っ
た
ら

　

養
育
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、

里
親
手
当
、
生
活
費
、
学
校
教

育
費
、
医
療
費
な
ど
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

「
里
親
」
の
種
類

　

養
育
里
親
、
養
子
希
望
の
里

親
、
親
族
里
親
、
専
門
里
親
が

あ
り
ま
す
。

問
慈
光
園（

☎
７
３
‐
１
９
８
８
）

　

子
育
て
支
援
課

（
☎
７
２
‐
９
１
５
１
）

「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
の
里
親
さ
ん
」パ
ネ
ル
展

　

里
親
制
度
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
県
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25
歳
以
上
の
人
で
、
原
則
市

内
に
住
民
登
録
し
て
い
て
、

自
分
の
収
入
で
生
活
し
て
い

る
人
）
が
１
人
必
要
で
す
。

申
請
時
に
提
出
す
る
書
類

①
奨
学
金
貸
付
申
請
書

② 

在
学
す
る
学
校
長
証
明
の
調

査
書

③ 

本
人
と
保
護
者
の
世
帯
全
員

の
住
民
票
の
写
し
（
続
柄
の

表
記
は
必
要
、
本
籍
の
表
記

は
不
要
）

④ 

本
人
と
保
護
者
の
世
帯
全
員

の
所
得
証
明
書

※ 

①
の
書
類
は
、
学
校
支
援
課
ま

た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
産
業
・

教
育
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

提
出
先
・
問 

学
校
支
援
課

（
☎
５
３
‐
７
１
３
８
）

　

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　

産
業
・
教
育
課

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
唐
津
市
奨
学
生
を
追
加
募
集

　

市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
家
計

が
急
変
し
、
就
学
困
難
と
な
っ
た

高
校
生
や
大
学
生
な
ど
を
対
象

に
奨
学
生
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

対
象
者

（ア）
高
等
学
校
な
ど

　

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校

後
期
課
程
・
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
高
等
課
程
の
い
ず
れ

か
に
在
学
し
て
い
る
人

（イ）
大
学
な
ど

　

大
学
・
専
門
職
大
学
・
短
期

大
学
・
専
門
職
短
期
大
学
・
専

修
学
校
専
門
課
程
の
い
ず
れ
か

に
在
学
し
て
い
る
人

募
集
資
格

（
（ア）
、

（イ）
共
通
）
次
の
す
べ
て
の

項
目
に
該
当
す
る
人

◆ 

本
人
か
保
護
者
の
住
民
登
録

が
市
内
に
あ
る
人

◆ 

学
業
が
優
秀
で
、
経
済
的
理

由
で
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ

る
人
（
日
本
学
生
支
援
機
構

の
基
準
を
参
考
）

◆ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
家
計
が
急

変
し
た
人

◆ 

唐
津
市
奨
学
金
を
借
り
た
こ

と
が
な
い
人

※ 

大
学
な
ど
に
在
学
し
て
い
る

人
で
、
高
校
枠
で
借
り
た
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
大
学
枠
で

借
り
た
こ
と
が
な
い
人
は
申

請
で
き
ま
す
。

募
集
人
数

（ア）
、

（イ）
そ
れ
ぞ
れ
25
人
程
度

募
集
期
間

（
（ア）
、（イ）
共
通
）
10
月
１
日
（
木
）
か
ら

10
月
30
日
（
金
）
ま
で

貸
与
額
（
無
利
子
）

（ア）
年
額
20
万
円

（イ）
一
括
60
万
円

貸
与
期
間

（ア）
卒
業
ま
で
の
最
短
終
業
年
限

（イ）
１
回
限
り

貸
与
予
定
日　

（
（ア）
、

（イ）
共
通
）
令
和
２
年
12
月

以
降

返
還
方
法

（
（ア）
、

（イ）
共
通
）
卒
業
し
て
１
年

後
か
ら
毎
月
１
万
円
返
還

※ 

奨
学
金
を
借
り
る
に
は
、
連

帯
保
証
人
（
保
護
者
以
外
の

25
歳
以
上
の
人
で
、
原
則
市

内
に
住
民
登
録
し
て
い
て
、

自
分
の
収
入
で
生
活
し
て
い

る
人
）
が
１
人
必
要
で
す
。

申
請
時
に
提
出
す
る
書
類

（
（ア）
、

（イ）
共
通
）

①
奨
学
金
貸
付
申
請
書

② 

申
立
書
（
申
立
書
の
内
容
が

確
認
で
き
る
書
類
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

③ 

高
校
や
大
学
な
ど
の
１
年
生

は
在
学
証
明
書
、
２
年
生
以

降
は
在
学
す
る
学
校
の
成
績

証
明
書
（
入
学
準
備
金
制
度

の
奨
学
金
と
併
願
す
る
人
は
、

成
績
証
明
書
の
提
出
は
不
要

で
す
）

④ 

本
人
と
保
護
者
の
世
帯
全
員

の
住
民
票
の
写
し
（
続
柄
の

表
記
は
必
要
、
本
籍
の
表
記

は
不
要
）

⑤ 

本
人
と
保
護
者
の
世
帯
全
員

の
所
得
証
明
書

※ 

①
、
②
の
書
類
は
、
学
校
支
援

課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
産

業
・
教
育
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

提
出
先
・
問 

学
校
支
援
課

（
☎
５
３
‐
７
１
３
８
）

　

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　

産
業
・
教
育
課

入
学
準
備
金
制
度
に
よ
る

唐
津
市
奨
学
生
を
募
集

対
象
者
・
募
集
資
格

　

推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ
入
試
な
ど

で
、
大
学
・
専
門
職
大
学
・
短
期

大
学
・
専
門
職
短
期
大
学
・
専
修

学
校
専
門
課
程
に
入
学
す
る
人

で
、
次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当

す
る
人

◆ 

本
人
か
保
護
者
の
住
民
登
録

が
市
内
に
あ
る
人

◆
学
業
、
人
物
と
も
に
優
秀
な
人

◆ 

経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
と

認
め
ら
れ
る
人
（
日
本
学
生

支
援
機
構
の
基
準
を
参
考
）

募
集
人
数　

10
人

募
集
期
間　

　

10
月
１
日
（
木
）
か
ら

　

10
月
30
日
（
金
）
ま
で

貸
与
額
（
無
利
子
）

　

一
括
60
万
円

貸
与
予
定
日　

　

令
和
２
年
12
月
以
降

返
還
方
法　

　

卒
業
し
て
１
年
後
か
ら
毎
月

１
万
円
返
還

※ 

奨
学
金
を
借
り
る
に
は
、
連

帯
保
証
人
（
保
護
者
以
外
の
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休日・夜間病院案内（☎７３ー００４３）
休日・夜間に受診できる病院を案内しています。救急車を呼ぶか迷ったときや、受診する病院が
わからないときに利用してください。

問佐賀県赤十字血液センター
（☎0952-32-1011）

休日などの救急医療体制

献血車がやってきます

　10月19日（月）
唐津鉄工団地協同組合（原）

9：30 ～ 11：30、13：00 ～ 16：00
10月22日（木）

相知交流文化センター
14：00 ～ 16：00

10月29日（木）
JAからつ本所（浜玉町浜崎）

9：30 ～ 13：00

10月

初期の救急医療はまずはかかりつけ医で受診しましょう
かかりつけ医が不在のときは…

休日（日曜・祝日・振替休日）
午前９時～午後９時

※午前中の受付は午前11時30分まで
午後の診療は午後１時から

内科・外科
唐津救急医療センター
(千代田町 ☎75-5199)

平日 午後８時～翌午前６時

土曜日 午後６時～翌午前６時

日曜・祝日・振替休日 午前９時～翌午前６時

小児科
地域連携小児救急センター
(唐津赤十字病院内 ☎75-2110)

※日曜・祝日・振替休日の午前中の受付は午前11時30分まで
午後の診療は午後1時から（急患については受付時間外でも診療します）

休日の急な   歯の痛み   には… 
休日歯科 唐津休日歯科診療所

日曜日・祝日・振替休日　　診療時間  午前９時～午後４時

住　　所
唐津市二タ子1丁目5番1号（旧唐津赤十字病院跡）
唐津市健康サポートセンター「さんて」 3階

電話番号 53-8271

・受診時は必ず健康保険証を持ってきてください。
・待合室での患者さんの密集・密接を避けるため、受診
　する際は必ず予約して来院してください。

お
願
い

問保健医療課（☎75-5161）

◆ほほえみサロン

　(がん患者・家族サロン)

　ほほえみサロンは、新型コロ

ナウイルス感染症対策により、

当面の間中止します。

問 唐津赤十字病院がん医療推進

センター

　（1階総合受付8番窓口）

　（☎74-9135）

市民会館の思い出募集トライ・ザ・しゅわ

① 右手の親指と
人さし指、中
指をのばす。

市

② 両手の親指と小指を
上に向け、左右にま
わしながら広げる。

民

③ 両 手 で 建 物
（ビル）の形
を示す。

会館

⑤ 両手を体の幅に広
げ、手招きするよう
に2回引き寄せる。

募集

④ 右手の人さし指をこめかみにあ
てたあと、指を動かしながら右
上に動かす（目線もポイント）。

思い出

　自宅でできる体操の動画を、市公式ユー

チューブで紹介しています。

◆高齢者向けの体操

◆親子向けの体操　など

問市政広報課（☎72-9189）

唐津市公式チャンネル

↑スマートフォン
　はこちら
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近代図書館
新興町　☎72-3467

　近代図書館4階子どもコーナー
では「まつぼっくり」などが読み聞
かせをします。
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　10/3・10・17・24・31

14：00～14：30
◆小学生向け読み聞かせ
　10/3・10 14：30～15：00
ブックスタート　など
◆0歳児向けブックスタート
　10/14・28 受付10：30～12：00
◆0歳児向けぴよぴよおはなし会
　10/14・28 11：00～11：20

相知図書館
相知町相知　☎62-4194

　相知お話会｢虹のぽけっと｣など
が読み聞かせをします。
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　10/3・17 14：00～14：30
　相知図書館児童室

町田保育園 子育て支援センター
町田3丁目　☎0120-192-168

◆芋ほりごっこ　など
　 毎週月～土曜日(10/3・7・16・

21・31除く) 9：00～14：00

認定こども園 昭和幼稚園・なかよし
保育園　北城内　☎72-4380

◆ハロウィンを楽しもう！　など
　 毎週水・木曜日（10/14・29除

く）10/13 10：00～15：00

認定こども園 すみれ幼稚園
神田　☎73-2631

◆ワンワンランド（移動動物園）　など
　毎週木曜日（10/1除く）
 10：00～11：00

認定こども園 唐津ルーテルこども園
坊主町　☎72-2518

◆芋ほり　など
　 毎週月・火・水曜日（10/5・13・

14除く） 9：00～14：00

認定こども園 リョーユー幼稚園
和多田先石　☎74-7500

◆親子でアロマヨガ　など
　10/6・12・15・20・22・27
 10：30～11：30　など

認定こども園 唐津カトリック
幼稚園　山下町　☎72-2755

◆ 親子モンテッソーリ教育デー　など
　10/1・12・17・22・27
 10：30～11：15

認定こども園 虹の森こども園
鏡　☎74-0660

◆曳山を作ろう　など
　（場所：海浜館１階和室など）
　10/7・8・13・16・20・21・23・28
　 10：00 ～ 11：45　など

エルアン幼稚園
原　☎77-3450

◆英語遊びを見ませんか？　など
　 毎 週 火･木･金 曜 日(10/2・8・9

除く)、10/28 10：00～15:00

NPO法人 唐津市子育て支援情報
センター　東城内　☎72-2288

◆手作りおもちゃ　など
　10/15・26 10：30～11：30

認定こども園　浜崎幼稚園
浜玉町浜崎　☎56-6103

◆親子で運動遊び　など
　毎週火･木･金曜日
 10：00～11：00　など

双葉保育園
浜玉町浜崎　☎56-8385

◆お月見壁掛け飾りを作ろう　など
　 (場所：浜玉町農村環境改善セ

ンター　など)
　毎週火曜日 10：00～11：30

平原保育園
浜玉町平原　☎56-6529

◆保育園児と遊ぼう
　毎週水曜日 10：00～11：00

認定こども園 相知エルアンこども園
相知町中山　☎51-8029

◆ハロウィンごっこ　など
　10/16・21・26・28・30
 9：00～14：00

北波多第二保育園
北波多田中　☎64-2710

◆曳山を作ろう　など
　10/3・13・20・27
 10：00～11：00　など

認定こども園 ひぜんこども園
肥前町入野　☎51-6662

◆チューリップを植えよう　など
　毎週月～金曜日 10：00～15：00

なごや保育園
鎮西町名護屋　☎82-1129

◆子育て講話「絵本の読み聞かせ」　など
　（場所：大久保コミュニティセンター）
　毎週火･水･金曜日 10：00～15：00

認定こども園 呼子中央こども園
呼子町呼子　☎82-3333

◆ハロウィンごっこ　など
　10/7・13・20・23・27・30

10：30～

殿の浦愛児園
呼子町殿ノ浦　☎82-2932

◆ 秋の自然に触れよう（お散歩）　など
　毎週火･水･金曜日
 10：00～15：00

呼子保育園
呼子町呼子　☎82-3926

◆ トレーシィー先生と英語で遊ぼ
う！　など

　毎週月･水･金曜日 9：30～15：30　など

各施設では、下記行事以外にも週３日から６日「子育て親子の交流
の場」を提供しています。専任スタッフが常駐し、子育て相談も受け
付けています。日時など詳しくは、各施設にお問い合わせください。

詳しくは→

※新型コロナウイルスの影響で、延期、中止になる場合があります。参加する前には、確認やお問い合わせをお願いします。
　参加する際には、マスクの着用など感染拡大防止対策にご協力をお願いします。
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人権相談
人権・同和対策課　☎72-9125
または各市民センター総務・福祉課

10月
1日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

2日
(金)

13：00～16：00
打上公民館（鎮西）

6日
(火)

9：00～12：00
呼子公民館

7日
(水)

13：00～16：00
市民交流プラザ(大手口センター
ビル「O

オ ー テ

tte」３階)小会議室
13日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）

20日
(火)

9：00～12：00
厳木市民センター1階会議室
相知市民センター別館2階第2会議室
肥前市民センター101号会議室

11月
10日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）

唐津地区保護司会の相談受付
唐津地区更生保護サポートセンター
☎74-3626

　身近にある犯罪や非行で困ってい
る人からの相談を受け付けています。
受付時間　平日9：00～16：00
日曜相談会　10月4日、11月1日
　　　　　9:00～16:00
と こ ろ　唐津地区更生保護サ

ポートセンター(栄町)

女性・母子・父子総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7180

　女性や母子･父子家庭の生活上
の悩みについて相談に応じます。
と　き　閉庁日を除く毎日 
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁1階子育て支援課

児童総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7181

　児童の虐待、不登校など、子育て
の悩みについて相談に応じます。
と　き　閉庁日を除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁1階子育て支援課

無料法律相談(要予約)
市民相談室　☎72-9122
または各市民センター総務・福祉課

　金銭や土地・建物、交通事故、相
続、夫婦・親子関係などの相談
10月

2日
(金)

10：00～12：00
浜玉市民センター1階相談室

8日
(木)

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

15日
(木)

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

16日
(金)

10：00～12：00
鎮西市民センター第2会議室

20日
(火)

10：00～12：00
相知市民センター1階相談室

22日
(木)

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

29日
(木)

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

11月
4日
(水)

10：00～12：00
北波多公民館

【予約受付開始日】※予約は開庁日に限る
本　庁　相談希望日の前週の金曜日から
各市民センター　相談希望日の1週間前から

消費生活相談
消費生活センター　☎73-0999

と　き　閉庁日を除く毎日 8：30～17：15
ところ　本庁1階市民相談室

土地建物の無料相談会
(一社)佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部
☎72-0780

　借地･借家などの契約や苦情につ
いてご相談ください。(予約不要)
と　き　10月15日(木)
　　　　13：30～16：00
と ころ　市民交流プラザ(大手口

センタービル「O
オ ー テ

tte」3階)小会
議室2

創業・経営相談(要予約)
相談員（田中）☎090-8417-0149

と　き　毎週水・金曜日
　　　　14：00～18：00
ところ　唐津商工会館5階
　　　　504会議室(大名小路)
※相談は無料です。

行政相談
総務課　☎72-9113

10月
6日
(火)

9：00～12：00
呼子公民館

7日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩の家

13日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）
13：00～16：00
鎮西市民センター2階会議室

20日
(火)

9：00～12：00
厳木市民センター1階
相知市民センター別館2階第3会議室

21日
(水)

10：00～15：00
本庁2階第2会議室

11月
4日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩の家

10日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）
13：00～16：00
鎮西市民センター2階会議室
肥前市民センター102号会議室

からだとこころの無料相談
唐津保健福祉事務所　☎73-4185
場所/大名小路
● エイズ相談
　10月13日(火) 9：00～11：00
　10月20日(火)
 9：00～11：00、17：00～19：00
● 骨髄提供希望者登録受付(要予約)
　毎週木曜日 9：00～11：00
● 肝炎ウィルス検査(要予約)
　10月20日(火) 15：00～19：00
● 精神保健福祉相談(要予約)
　毎週水曜日 13：30～16：00
● 難病相談
　平日随時実施 8：30～17：15
● 療育発達相談(要予約)
　10月7日(水) 14：00～16：00
● 不妊相談(要予約)
　平日随時実施 8：30～17：15

こころの相談(要予約)
唐津市保健センター　☎75-5161

　仕事、育児、家庭、健康などの相
談に、臨床心理士が応じます。
と　き　10月8日(木)
　　　　14：00～16：00
ところ　唐津市保健センター
　 (二タ子1丁目　唐津市健康サ

ポートセンター ｢さんて｣内)

※新型コロナウイルスの影響で、延期、中止になる場合があります。参加する前には、確認やお問い合わせをお願いします。
　参加する際には、マスクの着用など感染拡大防止対策にご協力をお願いします。
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2005年の合併から15年の節目を迎えた唐

津市と、シリーズ誕生から15周年を迎えた人気

ゲーム「戦国BASARA」がコラボし、名護屋城跡の

周辺施設でスタンプラリーが開催されています。

各所に設置してあるスタンプを集めた数に応

じて、ステッカーやオリジナルポストカードと

交換できます。他にも、企業とコラボした限定商

品の販売や、戦国武将をイメージした創作料理

の提供もあります。イベントについて詳しくは、

3ページをご覧ください！

（8月25日）
行政放送12chと市公式ユーチューブで名護屋城跡
PR番組を放送中です！詳しくは3ページへ！

呼子公民館の放課後子ども教室では、テーマを決めて

活動しています。８月は「環境」についての活動でした。

NPO法人K
か ん ね

ANNEの出前講座では、虹の松原について

学びました。クイズ形式で楽しく学んだあと、松ぼっく

りや東の浜の流木を使ったモビール作りに挑戦しまし

た。参加した子どもたちは「白砂青松の虹の松原」を身近

に感じ、大切に守りたいという気持ちが芽生えたようでした。

九州電力の出前講座では、見えない電気を見えるものにしようと、手回し発電機を使って「光」「音」「熱」

に変えて確かめたり、発電のしくみを学んだりしました。

環境問題の学習では、二酸化炭素と地球温暖化について学び、子どもたちはアオウミガメが絶滅危惧種に

なることに不安を感じていました。地球温暖化の進行を少しでも遅くするため、自分たちでできること

について考えるなど、子どもたちは地球環境について真剣に学んでいました。 （8月3日、8月24日）

北波多
平和を願って…
北波多中学校で平和集会

鎮西
10月25日（日）まで開催中
戦国BASARAコラボイベント

呼子
放課後子ども教室　「環境」について学びました

北波多中学校では、毎年、平和の行進「ピース

ナイトハイク」が行われていますが、今年は集会

のみの開催でした。

集会では、生徒や職員、保護者が「平和の火（広

島県から持ち帰られ、現在、福岡県八女市で保管

されている「原爆の火」）」を囲み、戦争の悲惨さ

について考え、平和な世界が続くことを願いま

した。また、新型コロナウイルス感染症の影響

で、これまでとは違う生活を送っていることに

ついて振り返り、何気ない日常がいかに平和で

あるかを皆で共感しました。

（8月8日）
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唐津ジュニア音楽祭2021出場者募集
唐津ジュニア音楽祭2021実行委員会（唐津市民会館）
☎72-8278

対 　象　令和3年2月7日時点で9歳～23歳の個人
とグループ

募集人数　10組程度
参加料　無料
申 込方法　応募用紙に必要事項を記入し、12月10

日（木）までに申し込んでください。応募用紙は、
唐津ジュニア音楽祭の公式ホームページからダ
ウンロードできます。

●唐津ジュニア音楽祭2021
と　き　令和3年2月7日（日）
ところ　唐津市民会館大ホール

近代図書館deからつくんち作品募集
近代図書館　☎72-3467

　唐津くんちをテーマにした絵などを展示します。
展示する作品を募集しています。
テーマ　「唐津くんち」、「唐津くんちの思い出」
対　象　中学生以下の人
応 募方法　作品（用紙サイズA4～B4）と応募用紙

を近代図書館に提出してください。応募用紙は、
近代図書館と相知図書館で配布しています。
市ホームページからダウンロードもできます。

募集期限　10月16日（金）
※ 応募は1人1点のみです。応募された作品は返却

できません。
展示期間　10月23日(金)～11月15日（日）
※詳しくはお問い合わせください。

やきものさいこう　佐賀
～佐賀県陶芸協会展～
近代図書館　☎72-3467

内　容　陶磁器約100点
と　き　10月10日（土)～10月25日（日）
　　　　10：00～18：00
※入場は17：30まで　月曜日は休館
ところ　近代図書館美術ホール
入場料　無料

※ 新型コロナウイルスの影響で、延期、中止になる場合があります。参
加する前には、確認やお問い合わせをお願いします。参加する際に
は、マスクの着用など感染拡大防止対策にご協力をお願いします。

鎮
西
町
塩
鶴
地
区
で
は
、
上
場
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
収
穫
が
最
盛
期
で
す
（
取
材
日
８

月
16
日
）
。

塩
鶴
地
区
の
田
ん
ぼ
で
は
、
７
月
中
旬

頃
か
ら
稲
穂
が
で
き
始
め
、
８
月
に
入
る

と
み
る
み
る
色
が
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

お
盆
が
近
づ
く
と
、
も
う
稲
刈
り
を
待
つ

ば
か
り
の
稲
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

地
区
で
は
、
８
月
14
日
か
ら
収
穫
、
稲
刈

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
鎮
西
町
で
は
一
番

早
く
稲
刈
り
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

取
材
し
た
こ
の
日
は
、
塩
鶴
地
区
の

７
軒
で
共
同
で
コ
メ
作
り
を
し
て
い

る
と
い
う
、
坂
口
さ
ん
、
平
田
さ
ん
、
長

谷
川
さ
ん
が
作
業
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
今
年
の
出
来
栄
え
は
ど
う
で
す
か

と
平
田
さ
ん
に
尋
ね
て
み
る
と
「
収
穫

期
に
は
天
気
が
よ
く
な
り
ま
し
た
が
、

生
育
期
に
雨
が
多
か
っ
た
の
で
、
ど
う

で
し
ょ
う
か
ね
。
平
年
並
み
で
し
ょ

う
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

収
穫
さ
れ
た
コ
メ
は
、
玄
海
町
に
あ

る
乾
燥
施
設
に
運
ば
れ
、
食
卓
に
届
け

ら
れ
ま
す
。
新
米
が
待
ち
遠
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
収
穫
前
に
台
風
が
来
な
く
て

よ
か
っ
た
で
す
ね
。

（
取
材
地
：
唐
津
市

鎮
西
町
塩
鶴
）

上
場
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
収
穫
始
ま
る（
鎮
西
町
塩
鶴
地
区
）

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー　

山
下　

定
則

まちかどのリポート

地域のイベントや身近な話題を募集しています。
いただいた情報をもとに
・ 市民リポーターや報道機関などに取材されるか

も!?
・ 市報や行政放送（12チャンネル）などに取り上げら

れるかも!?
市政広報課（☎72-9189）までご連絡ください！
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佐賀県CSO※経営力向上セミナー
「資金調達力向上講座」
NPO法人N

ネ ッ ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

etworkStationまつろ
☎70-0303　FAX70-0304

　市民活動団体の運営に必要な資
金調達力について学びませんか。
と　き　10月16日（金）
　　　　18：00～20：00
と ころ　市民交流プラザ(大手口

センタービル「O
オ ー テ

tte」３階)
定　員　先着35人
受講料　無料
申 込方法　FAXまたはメールに

氏名・連絡先・講座名を記入し
て申し込んでください。

※ CSOとは、Civil Society Organizations
（市民社会組織）の略称で、NPO法人やボ
ランティア団体、老人会、PTAなどの組織
や団体のこと。

DVや暴力のない社会づくり
男女参画・女性活躍推進課　☎72-9239
女性相談窓口（子育て支援課内）
☎53-7180

　DV（配偶者などからの暴力）を
正しく理解していますか？
　DVへの理解を深め、暴力のない
社会を目指しましょう。

DV相談窓口
男女参画・女性活躍推進課　☎72-9239
女性相談窓口（子育て支援課内）
☎53-7180

　DVの被害にあったときや被害
の相談を受けたとき、専門の相談
窓口があります。
　１人で悩まずに、まずはご相談
ください。

くらしの中の文化事業
「書道入門教室」
埋
うずめ

門
も ん

ノ
の

館
やかた

　☎75-1810

　筆ペンを使って書き方の基本
を学びませんか。
対　象　小学生以上
講　師　増

ま す

本
も と

　暁
ぎょう

舟
しゅう

さん
と　き　11月14日（土)・21日（土）
　　　　10：00～12：00
ところ　埋門ノ館
定　員　20人程度
参加料　500円（２日間の合計）
申込期限　10月30日（金）

令和２年度（第２回）
危険物取扱者試験
受験準備講習会
唐津・東松浦地区危険物安全協会
☎75-3122

対　象　乙種第4類
と　き　10月１７日（土）・18日（日）
　　　　9：30～16：30
ところ　相知交流文化センター
受講料　5,000円、テキスト代別途
申込期限　10月16日（金）
　唐津市消防本部予防課内
　唐津・東松浦地区危険物安全協会
申込書配布場所
　消防本部予防課、消防署、各分署
※詳しくはお問い合わせください。

大人のための英会話・韓国語
市民講座
国際文化交流協会　☎090-6489-2803

●英会話コース　毎週火曜日
　（10月27日（火）～12月22日（火））
　※11月3日（火）は除く
　初級　18：15～19：15
　中級　19：30～20：30
●韓国語コース　毎週水曜日
　（10月28日（水）～12月16日（水））
　入門　18：15～19：15
　初級　19：30～20：30
と ころ　市民交流プラザ（大手口

センタービル「O
オ ー テ

tte」3階）
定　員　各講座先着15人
受 講料　全8回6,000円、テキス

ト代別途2,000円
※ 電話（平日11：00～16：00）で

申し込んでください。

10月の唐津市民文化祭
文化振興課　☎53-7129

●義太夫の会
と　き　10月11日（日）
　　　　13：00～16：00
と ころ　相知交流文化センター

サライホール
入場料　無料
※ 開場は12：30から、新型コロナ

ウイルス感染拡大防止のため
入場者数に制限あり

▲ 稽古に励んでいる入野小学校3年生
の皆さんと唐津人形浄瑠璃保存会
の皆さん（市報からつ令和2年9月号
17ページまちかどのSCENEから）

令和２年度（第２回）
危険物取扱者試験

（一財）消防試験研究センター
佐賀県支部　☎0952-22-5602
消防本部予防課　☎72-4149

種　類　甲種、乙種、丙種
と　き　11月22日（日）
ところ　佐賀大学本庄キャンパス
願書受付期限
●書面申請：10月９日（金）
　※郵送の場合は当日消印有効
●電子申請：10月６日（火）
願書配布場所
　消防本部予防課、消防署、各分署
※詳しくはお問い合わせください。

男女共同参画推進フォーラム
女（ひと）と男（ひと）のつどい～研修会
唐津市男女共同参画ネットワーク
“レゾナ”　☎74-4570

講 　師　池
い け

田
だ

　宏
ひ ろ

子
こ

さん（大学等
講師、前・唐津市男女共同参画
推進協議会会長）

テ ーマ　これまでの男女共同参
画・これからの男女共同参画～
未来へつなぐ

● 第１回「25年間の男女共同参
画施策とフォーラムの検証」

　10月13日（火）
　13：30～15：30
● 第２回「コロナ後の男女共同参

画をさぐる」
　11月10日（火）
　13：30～15：30
と ころ　高齢者ふれあい会館り

ふれ第３研修室
定　員　各回先着24人
参加料　無料
※事前申込が必要

K
キ ー プ

eep P
パ イ ン

ine P
プ ロ ジ ェ ク ト

roject
～虹の松原クリーン大作戦～
NPO法人唐津環境防災推進機構
K

か ん ね

ANNE　☎80-7060

内　容　枝拾い、松葉かき、草抜き
と　き　10月18日（日）
　　　　9：00～10：30
　　　　※受付は8：30～
ところ　浜崎森林浴の森駐車場
参加料　無料
持ち物　帽子、飲み物、タオルなど
雨 天時　小雨決行、7：00に判断し

KANNEのホームページで通知
※ 作業しやすい服装（長袖・長ズ

ボン）で参加してください。
※ 体調不良の際は参加をご遠慮

ください。

※新型コロナウイルスの影響で、延期、中止になる場合があります。参加する前には、確認やお問い合わせをお願いします。
　参加する際には、マスクの着用など感染拡大防止対策にご協力をお願いします。

←詳しくはこちら 

←詳しくはこちら 

私たちも出演予定です！
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「キュウリ栽培やってみよう
セミナー」参加者募集
東松浦農業改良普及センター
☎73-1121

　魅力いっぱいのキュウリ栽培
と農業を始めるまでのノウハウ
を、わかりやすく説明します。
対 　象　市内で就農を希望して

いる人、新しくキュウリ栽培を
始めようと考えている人

内 　容　キュウリ栽培ハウスの
見学や収穫体験、経営状況や生
産者体験談など

と　き　11月８日(日）
　　　　9：00～12：00
　　　　※受付は8：45～
集合場所
　JAからつ中央営農センター（山本）
参加料　無料
申 込方法　11月2日（月）17：00

までに電話か右下のQRコード
で申し込んでください。

年末調整説明会は中止します
唐津税務署 法人課税部門
☎72-3141

　令和２年分の年末調整説明会
は、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大のため、開催を中止します。
　お手数をおかけしますが、ご理
解いただきますよう、よろしくお
願いします。

創業に必要な知識を習得しま
せんか～創業塾～
唐津商工会議所　☎72-5141
唐 津 東 商 工 会　☎62-2901
唐津上場商工会　☎82-3826

　創業に必要な知識が習得でき
る全５回の創業塾を開催します。
と 　き　10月30日（金）～11月27

日（金）の毎週金曜日
　　　　19：00～21：30
と ころ　市民交流プラザ(大手口

センタービル「O
オ ー テ

tte」３階)第
１・２会議室

定　員　先着20人
受講料　無料
申 込方法　最寄りの商工会議所

か商工会に電話で申し込んで
ください。

はじめてのスマホ体験講座
NPO法人シニアネット佐賀
☎090-4357-0913

対　象　県内に住む40歳以上の人
内 　容　スマホの基礎操作、イン

ターネット、LINEの操作・いろ
いろなアプリの操作、リモート

と　き
　①11月12日（木）・13日（金）
　②11月26日（木）・27日（金）
　いずれも10：00～12：00
ところ
　①唐津市都市コミュニティセンター
　②相知交流文化センター
定　員　各回先着10人
受講料　 無料、テキスト代別途500円
申込期間
　11月２日（月）～11月26日（木）
※電話で申し込んでください。

唐津よろずコロナ対策支援
窓口にご相談ください
相談員（田中）　☎090-8417-0149

　佐賀県よろず支援拠点では、新
型コロナウイルス感染症の影響
を受けている経営者向けに、支援
窓口を設置しています。
内 　容　持続化給付金や家賃支

援給付金などの申請支援、経営
に関する相談など

と　き　毎週月曜日（祝・休日を除く）
　　　　13：00～17：00
と ころ　大手口センタービル「O

オ ー テ

tte」
５階南小会議室

※相談料は無料、事前予約が必要

60歳からの活躍応援セミナー
（公社）佐賀県シルバー人材センター
連合会　☎0952-20-2011

内　容
● セミナー　よしのがり牟田＆ヒーマ

ンによる応援トーク（第１部、第２部）
●合同企業説明会・無料体験
と　き　11月１日（日）
　　　　10：00～14：00
※ セミナーは11：00～12：00（第１

部）、12：00～13：00（第２部）
ところ　佐賀市文化会館
※詳しくはお問い合わせください。

福祉車両送迎運転者講習
（公社）佐賀県シルバー人材センター
連合会　☎0952-20-2011

対 　象　県内に住む原則60歳以
上の人で、受講後にシルバー人
材センターに入会を希望する人

内 　容　１人では外出できない
人の外出支援として、移動サー
ビス業務を行うために必要な
技術を習得できます。

と　き　11月17日（火）・18日（水）
ところ　武雄市シルバー人材センター
申込期限　11月９日（月）
※詳しくはお問い合わせください。

※新型コロナウイルスの影響で、延期、中止になる場合があります。参加する前には、確認やお問い合わせをお願いします。
　参加する際には、マスクの着用など感染拡大防止対策にご協力をお願いします。

↑ スマートフォン
はこちら

↑国税庁のホーム
　ページはこちら
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保育所や放課後児童クラブで
の勤務を考えている皆さんへ
子育て支援課　☎72-9151
各市民センター総務･福祉課

9月8日現在の募集状況
【保育所、認定こども園】

保育士など ８件
調理関係 ２件
看護師など １件
その他無資格者 １件

【放課後児童クラブ】
支援員または補助員　10人

※補助員は資格不問

● 職員募集の状況は、インター
ネットで簡単に検索（「福祉の
お仕事」というサイトから）で
きます。

● 就職や資格取得などに関する
さまざまな相談は ｢佐賀県保育
士・保育所支援センター｣

　 (☎0952-28-3406)が受け付
けています。インターネット検
索サイト ｢福祉のお仕事｣ の操
作方法もこちらに問い合わせ
てください。

● 就職(復職)準備金20万円支給
や年間最大約32万円の家賃負
担軽減などの、保育士向けの各
種サポート(助成制度)を実施
していますので、ぜひご活用く
ださい。

※ 詳しくは市のホームページを
ご覧ください。

令和２年12月入所 
職業訓練受講生募集
ポリテクセンター佐賀
☎0952-26-9516

対 　象　新たに職業に就こうとす
る求職者で、ハローワークから受
講指示か受講推薦を受けた人

募集科目
●CAD/NCオペレーション科　15人
●溶接技術科　12人
●住環境CAD科　15人
入所日　12月１日(火)
訓練期間　６か月
受講料　無料(教科書代などは実費)
申込先　最寄りのハローワーク
申込期限　10月28日(水)
※詳しくはお問い合わせください。

C
コ コ

oCoカラでは
相談を受け付けています
唐津市福祉・就労支援コーナー
(CoCoカラ)　☎72-9143

　CoCoカ ラ(唐 津 市 福 祉･就 労
支援コーナー)では、ハローワー
ク職員が職業相談や職業紹介を
行っています。
受付時間　平日　9：00～16：30
ところ　市民交流プラザ内
　(大手口センタービル「O

オ ー テ

tte」３階)
内　容
● 生活保護受給者や母子･父子家

庭などへの職業相談や職業紹介
● 一般求職者に対する必要な就

職支援

発達障害児(者)専門相談窓口
NPO法人それいゆ専門相談窓口
受付担当　☎0952-37-0250

　発達障害児(者)とその家族など
の相談に専門相談員が応じます。
と　き　毎月第２・４水曜日　
　　　　10：00～16：00
ところ　 障がい者支援センター

りんく
※電話での事前予約が必要です。
※相談は１件につき50分程度です。

勤労者向け～無料法律相談会
（一社）佐賀県労働者福祉協議会
ライフサポートさが
☎0120-931-536

　相続や労働、借金などの法律問
題について、弁護士が無料で相談
に応じます。
対　象　県内の勤労者とその家族
と　き　毎月第３日曜日
　　　　13：00～16：00
ところ　佐賀県労働会館３階
※事前に予約が必要です。

労使間のトラブルは
労働委員会にご相談ください
佐賀県労働委員会事務局
☎0952-25-7242

　解雇や賃金未払い、職場でのセク
ハラやパワハラなどについて、電話
や対面での相談に無料で応じます。
と　き　平日　8：30～17：15
ところ　佐賀県労働委員会事務局
　　　　（佐賀県庁南館３階）
●労使間トラブル相談重点受付週間
と　き　10月26日（月）～11月１日（日）
　　　　平日 8：30～20：00
　　　　土・日曜日 9：00～17：00
※ 重点受付週間の対面での相談

受付は、平日は19：00まで土・
日曜日は16：00までです。

司法書士による「無料相談会」
司法書士会唐津支部　☎79-5431

　相続、登記、空き家問題などご
相談ください。
と　き　11月11日(水)  
　　　　13：00～15：00
ところ　本庁１階市民相談室
※要予約、１件につき30分まで

自衛官などを募集　自衛隊佐賀地方協力本部唐津出張所　☎72-8697

募集種目 受験資格 受付期間

自衛官候補生 18歳以上33歳未満の人 年間を通じて受付

防衛大学校 18歳以上21歳未満の人 10月22日(木)まで

※詳しくはお問い合わせください。

唐津市 保育所 放課後児童クラブ

スマートフォンは
こちら→

※新型コロナウイルスの影響で、延期、中止になる場合があります。参加する前には、確認やお問い合わせをお願いします。
　参加する際には、マスクの着用など感染拡大防止対策にご協力をお願いします。
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　玉島川の穏やかな流れに沿った公園です。
公園内の遊具や広い芝生で遊ぶ人もいます
が、公園近くの、佐賀県が整備した玉島川の
浅瀬で川遊びしている人も多いようです。
　暑い日は親子で出かけて
みませんか？
駐車場　無料駐車場あり
年齢層　幼児から成人
遊　具
すべり台、ブランコ、芝生
休憩スペース
屋根付きあり
トイレ
近くの鳴神の庄の横に七山市民センターが管理している洋式トイレあり
おむつ替えスペースあり

する計画が動き始めると同時に、石炭輸送の主流を帆

船から鉄道へ移すために、唐津興業鉄道（現在のJR唐津

線）が計画され、明治32（1899）年には、妙見（西唐津）

～厳木間の路線が開通しました。その後、大島にも路線

が延長されることで、唐津港は東と西に分かれ、現在の

ような姿になっています。

さらに、明治41（1908）年には、三菱の石炭販売事務

所（現在の旧三菱合資会社唐津支店本館（唐津市歴史民

俗資料館※現在休館中））、翌年には、芳
よし

谷
たに

炭坑株式会社

唐津鐵工所（現在の唐津プレシジョン）が建設され、満島

から西唐津へ港湾の中心は移っていきました。これ以

降、唐津港は国際的な燃料石炭の補給港として繁栄し、

唐津の近代化に大きく貢献していくこととなります。

唐ワンくんの旅は、菜畑を北へ進

み、西唐津と佐志の間にある中山峠

へと向かいます。この周辺の近世の

街道筋は、現在のJR唐津線や道路と重なっており、当時

の面影はほとんど残っていません。

今回は、唐津の近代化に関連する、西唐津の変遷につ

いてご紹介します。

以前、江戸時代の満島が石炭の積み出し港として賑

わっていたことを説明

しました。この状況は、

明治時代になっても続

き、明治22（1889）年に

は、米・麦・麦粉・石炭・硫

黄の五品を海外へ輸出

する「特別輸出港」に指

定されます。

しかし、松浦川の河口

付近に位置する満島は、

水深が浅いため大型船

が出入りできず、高島沖

で帆船から荷物を積み

替える必要がありまし

た。このため、西唐津（現

在の唐津港）に港を整備

「街道を旅する」（９）
～街道沿いの文化財紹介～

・唐津の近代化を支えた唐津港

唐津今昔物語101

唐ワンくんの

問生涯学習文化財課 （☎72-9171）

子育て情報⑨：鳴神公園

問都市計画課（☎72-9250）

シルバーカード（高齢者生涯
学習証）を廃止します

廃止日　令和３年３月31日（水）
※ 令和3年4月1日以降はカード

が使用できなくなります。

▲シルバーカード（見本）

問高齢者支援課（☎72-9230）

唐津市 鳴神公園

スマートフォンは
こちら↓ 

大島と西唐津をつなぐ鉄道路線（大正中頃：唐津市蔵）

西唐津周辺地図（縮尺任意）
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◆市・県民税、固定資産税、国民健康保険税
　第５期納期限 11月２日(月）
　口座振替日 10月26日(月）
　夜間納税相談 10月８日(木）
 10月22日(木）
　※夜間納税相談は午後７時までです。
問税務課(☎72-9188）

◆後期高齢者医療保険料
　第５期納期限 11月２日(月）
　口座振替日 10月26日(月）
問保険年金課(☎72-9123）

◆介護保険料
　第５期納期限 11月２日(月）
　口座振替日 10月26日(月）
問高齢者支援課(☎70-0101）

納付のお知らせ

スマートフォン

サイト
LINE@

モーニングレース「朝から！からつ」実施中

ボートのススメ。
ボートレースの“気になる”

を解説します！

第17回は「ボートレーサーの1日」について！

ボートレーサーは、出場が決定すると、レース前日

にレース場に入り、身体検査やモーターとボートの抽

せんなどを行います。その後宿舎に入り、レース開催

中、レーサーは外部接触と外出ができなくなります。

レースの日は朝６時に起床後、食事などを済ませ、

７時30分頃にはレース場に向かいます。レーサーは

１日に１レース～２レースに出場します。レース場で

は、モーターやプロペラを調整したり、試運

転したりして、レースに備えています。

15時頃全てのレースが終わると、宿舎に

戻ります。サウナや食事の調整により体重の管理

を行い、翌日のレースの準備をします。

ボートレーサーならではの生活、気になります

ね～♪

問ボートレース企業局 企画宣伝課　（☎77-1311）

近代図書館（☎72-3467）

相知図書館（☎62-4194）

● 毎週月曜日
● ７日（水）

10月  図書館の休館日

※新型コロナウイルスの影響で、変更になる場合があります。事前に確認やお問い合わせをお願いします。

☆日曜日も証明などが受け取れます
時間　9：00～12：00

取 扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録証明

書の交付/戸籍証明書の交付/戸籍届出受付/

パスポートの交付/臨時運行許可証の交付

※ 転入・転出などの届け出や印鑑登録・パスポート

申請などはできません。

☆電話予約で時間外に受け取れます
予約受付 月～金(祝・休日除く) 8：30～17：00

受取時間 月～金(祝・休日除く) 17：30～20：00

 土・祝・休日 9：00～12：00

受取場所　予約した本庁･各市民センターの当直室

受 け取れる証明書　住民票の写し（本人か同一

世帯の人）、印鑑登録証明書(本人）

※ 住民票にマイナンバーや住民票コードの記載

を希望する人は、予約時にお申し出ください。

問市民課(☎72-9120)

市民課時間外窓口

次の“気になる”は
「水面」について
だよ♪

◆ 今月号の特集関連なのですが、肥前名護屋城が築城されたころの唐

津の戦国武将といえば寺沢広高と考える人が多いのではないかと思

います。寺沢広高の生涯については「唐ワン君の唐津今昔物語」（市

報平成２４年５月号～平成２５年６月号）でも紹介していますので、

興味のある人は、市ホームページなどでご覧になってみてはいかが

でしょうか？  (明）

◆ 東京オリンピックの聖火リレートーチの展示が、

8月24日から５日間、市役所で行われました。

キラキラ輝くトーチを前に、来年は開催される

といいなと思いました。(彩）

編 集 後 記
―市報からつ編集室から―
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特集番組

９月28日
～ 10月４日

時短・簡単　もう一品
講師：坂田　修一さん

10月５日
～ 11日

唐津市同和問題講演会
講師：角岡　伸彦さん

10月12日
～ 18日

佐賀県自主防災組織リーダー研修会～唐津市～
講師：木原　孝久さん(住民流福祉総合研究所 所長）

10月19日
～ 25日

余り物でリメイク！節約レシピ
出演：濱田　あんさん（唐津南高校食品流通科）

「おいしい」が言えるまで
　～味覚育ての離乳食～（後期）
講師：福山　汀子さん（管理栄養士）

10月26日
～ 11月１日

唐津地区吹奏楽祭

各課からのお知らせ

９月28日
～ 10月４日

手話だより
　市報からつ10月号の中からいくつかピック
アップしてご紹介

10月５日
～ 11日

よかとこ再発見！ in北波多
　“よかとこ”を再発見してみませんか

10月12日
～ 18日

図書館だより
　新しい本の紹介やお知らせをします

10月19日
～ 25日

にこにこネット
　おうちでできる簡単クッキングや体操をお届
けします

10月26日
～ 11月１日

保健だより
　「妊娠・出産に伴う心の変化」について

チャンネルからつ番組表（行政放送）
12チャンネルで放送中！ データ放送はリモコンdボタンを押してください
火災や大雨など災害のときはチャンネルからつでも情報をお届けしています

地上デジタル

◎ 唐津市ニュースは、耳の不自由な人のために、文字テロップ付き

で放送しています。

◎土・日曜日は１週間の唐津市ニュースをまとめて放送します。

平日

月曜～金曜

唐津市ニュース
市内で行われた行事やイベントなど

の模様を毎日、放送しています。

18時00分がその日の初回放送と

なります。
▲過去のニュー
スなどはこちら

◎ 都合により、番組と時間を変更して放送す

る場合があります。

問市政広報課（☎72-9189）

一

日

の

番

組

表

時間 放送内容

お知らせ文字放送

5:30 唐津市ニュース 前日分

6:30 各課からのお知らせ

7:30 唐津市ニュース 前日分

8:30 各課からのお知らせ

9:30 特集番組 前週の再放送

11:30 各課からのお知らせ

12:30 唐津市ニュース 前日分

13:30 特集番組

16:00 市からのお知らせ 再放送

17:30 各課からのお知らせ

18:00 唐津市ニュース　※平日のみ

18:30 各課からのお知らせ

19:00 市内の風景　９月放送分

19:30 唐津市ニュース

20:30 特集番組

22:30 唐津市ニュース

23:30 各課からのお知らせ

0:30 唐津市ニュース

1:30 特集番組 前週の再放送

終了後はお知らせ文字放送
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　平成２０年度から行ってきた唐津都市計画道路「東城内町田線」
の道路整備が完了し、９月１２日（土）から「町田３丁目東」交差
点と「山ノ口」交差点までの区間が通行できるようになりました。

東城内町田線が開通しました　問都市計画課（☎72－9136）

明治の時代、当時の高串地区には恐ろしい伝染病「コレ
ラ」が大流行していました。その防疫活動に奮闘したのが、
佐賀県警察学校を優秀な成績で卒業し、巡査に任命され、
唐津警察署に配属となった増田敬太郎さんです。増田巡査
は不眠不休で人々のために懸命に働きますが、赴任して３
日後、コレラに感染し「高串のコレラは私が全部背負って
いきますから安心してください。人々には私が指導したよ
うに看病と予防を怠らずに続けるように伝えてください」
と遺言し、25歳の若さで殉職してしまいます。その後、増

田巡査の活動の甲
か

斐
い

あって高串地区のコ
レラは収まり、穏やか
な日々が戻ります。

地 元 の 人 々 は、そ
の献身的な行為に心
から感謝しており、毎
年７月になると「増田
神社夏祭り」を執り行
い、その功績を偲

しの

んでいます。また、感謝の気持ちを後世に
伝えるため、増田巡査の生涯を記した「増田敬太郎物語」を
毎年地元の小学校に配布しています。

増田神社奉賛会代表の武田良德さんは「今年の増田神
社夏祭りが中止になったことは本当に残念。地元で一番の
お祭りで楽しみにしている人も多いので、新型コロナウイ
ルスの感染状況が収束したら、そのときは盛大に行いた
い」と抱負を語ってくれました。

なお、例年夏祭りで曳かれる増田巡査の神輿が、今年は
10月に佐賀市で開催される「さが維新まつり」で展示され
る予定です（新型コロナウイルス感染症の状況により、中
止になる場合があります）。

増田神社奉賛会（肥前）

～感謝の気持ちを後世に語り継ぐ～

がんばっています○42

池
い け

田
だ

  有
あ る

くん

（富士見町）
(R1.10.9生  1歳)

いっぱい遊んで、たく
さん食べて大きくなっ
てね！

古
こ

賀
が

  悠
ゆ う

梧
ご

くん

（鏡）
(R1.10.31生  1歳)

お誕生日おめでとう！
健やかに、のびのびと
育ってね♪

川
か わ

添
ぞ え

  龍
り

丘
く

くん

（神田）
(R1.10.15生  1歳)

お誕生日おめでとう。
成長を楽しみにしてま
す！

市報からつ12月号に掲載する唐津っこ（12
月生まれの未就学児）の写真を募集します（最
大 ３ 件 ）。募 集 期 間 は10月１日（木）～20日

（火）で、応募多数の場合は抽せんです（掲載に
より抽せん結果を発表します）。

お子さんの写真（9MB以内）と①お子さんの
お名前（ふりがな）②年齢③生年月日④性別⑤
お子さんへのメッセージ（30字以内）⑥保護者
の氏名、住所、電話番号を次のメールアドレス
に送信してください。

kouhou@city.karatsu.lg.jp

＊ 写真は原則、お子さんが１人で写り、頭全体
が写ったもので、応募から２か月以内に撮
影した加工前のもの

＊ 必要事項の記入もれがある場合は受け付け
できません。ご注意ください。

＊ １人のお子さんに対して複数の応募があっ
た場合でも１件とみなします。

＊掲載できるのは、お子さん１人につき１回です。
問市政広報課（☎72-9189）

▲白馬にまたがる増田巡査の神
み こ し

輿
　（増田敬太郎物語から引用）

こんにちは  唐津っこ♪ 10月生まれです！

▶
増
田
敬
太
郎
物
語

　

 

高
串
地
区
の
駐
在
所
な
ど
で

無
料
配
布
さ
れ
て
い
ま
す

▶
増
田
神
社
奉
賛
会
代
表

　

武た
け

田だ

良よ
し

德の
り

高
串
区
長

▲開通区間周辺地図

町田郵便局

町田保育園

唐津西高

「町田３丁目東」交差点

「山ノ口」交差点

国道204号

開通区間

▲９月12日、東城内町田線の開通式が行われました
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